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伊
谷
　
正
昭

監
査
委
員

町
村
監
査
委
員
全
国
集
会
に
参
加
し
て

　

平
成
30
年
11
月 
１
日
・
２
日

に
東
京
メ
ル
パ
ル
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
全
国
研
修
会
に
山

本
代
表
監
査
委
員
、
監
査
委
員
事

務
局
長
と
参
加
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
監
査
委
員
及
び
事
務
職

員
の
監
査
能
力
を
高
め
る
た
め
の

も
の
で
、
全
国
の
各
町
村
の
約

１
２
０
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。

　

総
務
省
自
治
財
務
局
公
営
企
業

課
長
の
山
越
伸
子
氏
か
ら
、「
地

方
公
営
企
業
の
現
状
と
課
題
」
と

題
し
て
講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

地
方
公
営
企
業
の
今
後
の
経
営

環
境
変
化
は
、
急
速
な
人
口
減
少

と
人
口
の
低
密
度
化
に
よ
り
、
水

道
・
下
水
道
の
将
来
需
要
の
大
幅

な
減
少
と
料
金
収
入
の
大
幅
な
減

少
、
さ
ら
に
、
専
門
人
材
の
確
保

が
困
難
に
な
る
一
方
、
イ
ン
フ
ラ

資
産
の
大
規
模
な
更
新
時
期
が
到

来
し
、
投
資
額
の
増
大
と
将
来
需

要
の
供
給
体
制
の
適
正
規
模
化
の

要
請
が
必
要
と
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
の
対

策
で
は
、
経
営
が
成
り
立
た
な
く

な
る
可
能
性
が
高
く
、
安
全
・
安

心
か
つ
持
続
可
能
な
事
業
の
維
持

更
新
の
た
め
の「
賢
い
」
投
資
と

広
域
化
の
推
進
行
い
、
民
間
活
用

等
を
含
め
た
抜
本
的
な
改
革
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

　

更
な
る
経
営
改
革
に
は
、
公
営

企
業
会
計
の
適
用
拡
大
と
経
営
比

較
分
析
表
の
作
成
し「
見
え
る
化
」

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

公
営
企
業
は
料
金
で
賄
え
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
、
安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
、

財
政
の
健
全
化
、料
金
回
収
な
ど
、

中
長
期
計
画
を
立
て
安
定
経
営
を

図
る
こ
と
で
あ
る
と
の
こ
と
、
今

後
の
公
会
計
の
実
施
に
当
っ
て
の

監
査
基
準
に
役
立
つ
講
義
と
な
っ

た
。

　

続
い
て
、
公
認
会
計
士
の
池
田

昭
義
氏
よ
り
、「
地
方
自
治
監
査

実
務
」
と
題
し
て
、
保
谷
市
の
代

表
監
査
員
を
27
年
間
つ
と
め
ら
れ

た
経
験
に
基
づ
い
て
の
講
演
を
拝

聴
し
た
。

　

監
査
委
員
は
、
決
算
審
査
に
当

っ
て
は
地
方
公
営
企
業
の
運
営
が

規
定
の
趣
旨
に
従
っ
て
さ
れ
て
い

る
か
。
特
に
意
を
用
い
て
決
算
審

査
に
は
経
営
分
析
を
行
う
。

　

監
査
基
準
は
、
実
務
に
慣
習
と

し
て
発
達
し
た
な
か
か
ら
、
公
正

妥
当
と
認
め
ら
れ
た
帰
納
要
約
し

た
原
則
で
あ
っ
て
、
監
査
委
員
は

町
の
監
査
を
行
う
に
当
た
り
法
令

に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
と
も
常
に

こ
れ
を
厳
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

　

二
日
目
は
、「
住
民
監
査
請
求

の
主
要
手
続
と
そ
の
考
え
方
」
題

し
て
、
京
都
行
政
実
務
研
究
会
主

宰
の
奥
田
泰
章
氏
よ
り
講
演
い
た

だ
い
た
。

　

監
査
請
求
は
、
住
民
が
自
ら
の

居
住
す
る
地
方
公
共
団
体
の
違

法
、
不
当
な
財
務
会
計
上
の
行
為

等
に
対
し
、
監
査
を
求
め
是
正
、

予
防
等
の
措
置
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
監
査
委
員
は
団
体
の

長
、
職
員
に
対
し
て
、
理
由
を
付

し
て
監
査
結
果
の
公
表
の
手
続
き

が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
当
該
行

為
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
監
査
請
求
受
付
を
経
て
要
件
審

理
で
要
件
不
備
で
却
下
決
定
。

　

要
件
具
備
は
本
案
審
議
、
対
象

行
為
が
違
法
不
当
で
な
い
と
き

は
、
棄
却
決
定
な
る
。
一
方
対
象

行
為
が
違
法
又
は
不
当
と
き
は
、

容
認
決
定
措
置
勧
告
と
な
る
。

　

監
査
請
求
に
基
づ
く
計
画
的
実

行
は
・
要
件
審
理
・
本
案
審
理
・

本
案
決
定
の
流
れ
と
な
る
、
受
付

か
ら
決
定
書
の
送
達
ま
で
60
日
。

　

本
案
審
理
・
本
案
決
定
を
60
日

で
完
了
す
る
に
は
当
初
か
ら
計
画

的
実
行
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

二
日
間
の
研
修
に
参
加
し
て
、

監
査
委
員
に
課
せ
ら
れ
た「
責
任

と
義
務
」
の
職
務
の
重
大
さ
を
再

確
認
し
た
。

議
長　

高
橋　
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夫
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10/15　
県議長会研修会
（全議員出席）

10/20
ゆめまちテラスえち完成式典
（全議員出席）

1/6
消防出初式
（議長出席）

11/11
明るい家庭・地域づくり推進大会
（副議長出席）

12/8
社会福祉のつどい
（議長出席）

11/19
彦愛犬市町議長会議員研修会
（全議員出席）

1/13
新成人のつどい
（議長・教民委員長出席）

第
62
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会
報
告

　

11
月
21
日
、
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で「
第
62
回
町
村
議
会

議
長
全
国
大
会
」
が
約
１
，８
０
０
人
の
町
村
議
会
関
係
者

の
出
席
を
得
て
、
開
催
さ
れ
た
。
本
町
か
ら
は
正
副
議
長
と

議
会
事
務
局
長
が
参
加
し
た
。

　

大
会
は
、「
全
国
の
町
村
議
会
の
創
意
を
結
集
し
、
我
々

町
村
議
会
が
一
貫
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
地
方
自
治
の
精
神

と
原
則
に
立
ち
、
住
民
自
治
に
基
づ
く
個
性
と
活
力
に
満
ち

た
町
村
の
実
現
を
期
す
る
た
め
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

平
成
31
年
度
の
国
の
予
算
編
成
対
策
と
し
て
の
要
望
34

件
・
町
村
議
会
の
な
り
手
不
足
対
策
と
し
て
の
重
点
要
望
・

豪
雪
地
帯
の
振
興
に
関
す
る
要
望
８
件
が
提
案
さ
れ
決
定
し

た
。

　

ま
た
、
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
し
て
解
決
を
は
か
る
次

の
５
つ
の
案
件
に
つ
い
て
は
特
別
決
議
が
提
案
さ
れ
決
定
し

た
。

①
東
日
本
大
震
災
及
び
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
大

規
模
災
害
対
策
の
確
立
に
関
す
る
特
別
決
議

②
地
方
創
生
の
さ
ら
な
る
推
進
に
関
す
る
特
別
決
議

③
町
村
税
財
源
の
充
実
強
化
に
関
す
る
特
別
決
議

④
議
会
の
機
能
強
化
及
び
議
員
の
な
り
手
確
保
に
関
す
る
特

別
決
議

⑤
参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消
に
関
す
る
特
別
決
議

　

そ
の
後
の
記
念
講
演
は
、
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家

の
手
島
龍
一
氏
か
ら
、「
激
動
の
21
世
紀
を
ど
う
生
き
抜
く

か
」
中
・
ロ
・
朝
鮮
半
島
情
勢
と
日
米
同
盟
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
っ
た
。


